
　会員・非会員配布

🎶　こちらは、のぞみ野第一　『　おやっ！　広報　です！』
◆｢新型コロナ 、賢くワクチン４回目！」｢ウクライナ、忘れちゃいけない侵略戦争！」

◆ 「カラスいけいけネットBOX」お試し使用開始！！
　のぞみ野地域は、元々の都市計画時点で、ごみステーション用地を確保する
ことなく、一部を除き基本的には道路上に簡易のネット式ステーションを設け、
ゴミ出し時点でネットを展開、回収後ネットを片付けるやり方となっています。
　
　これまでの市、警察とのやり取りにおいて、道路上に固定式のごみボックス
を設置することは許可されず、悩ましいカラス被害に対して、出来る範囲の
中で工夫対応しながらも、被害の跡片付けは住民の皆様を悩ませており、一方、
住民の高齢化が進む中、重たいネット、重石などの取り扱い出し入れなどは、もう一方の問題
（負担）としてなんとかしなければならない現状です。➡　維持管理、新規整備に市の助成は無く自治会

 　(一部個人)でこれまで全て負担対応しています

【これまで全てを一気にクリアできず、　解決しなければならないポイント】
　
❶ カラス問題（被害）解消の解決策になること
❷ 道路にはみ出ない（使用時を除き）現状並みの路上展開という制限を維持できること
❸ 高齢者中心に、組み立て展開、回収格納（いわゆる折り畳み式が必然）操作が「難」
　 無く対応できること
❹ 高齢者中心に、ゴミの入った袋をBOXの中に「難」無く収納できること
❺ 折り畳み式BOXを設置場所に固定できること（取り扱い上、安全上）　・・・下記お願い参照
❻ 通常のごみの量に耐えうるだけの規模、サイズで実施できること
　（連休明け、年末年始など一時的大量ごみ発生対応は、現状のネット併設で対応する、また、生ごみ以外の

　　明らかにカラスに狙われないものはBOX内には入れない、などの徹底で対応）

❼ のぞみ野にお住いの全員に、のぞみ野全体の環境改善策であると認知理解されること

【「カラスいけいけネットBOX」のお試し使用開始】　➡　実施中のステーションに見にお越しください！
　　（実施中のステーションがどこか？は自治会に☎）

　市原市青葉台自治会で使用適用実績のある「カラスいけいけネットBOX」が、上記の解決策
になるかどうか、代表的なステーションひとつづつ、１－２週間のお試し使用とし、利用者の評価を
いただく対応を開始いたしました。 (　１セット　自治会で購入し、持ち回りでお試し使用　）

　１）　NO.37ごみステーション（57-58-59-60街区関連）　７/２７－８/６　 お試し 済

　２）　NO.９ごみステーション（18-19、21-22街区関連）　８/８　－８/20　お試し使用中

　３）　NO.44ごみステーション（91-93、87街区関連）　　 8/22　－9/３　お試し使用予定(変更あり)

【設置固定協力　と　費用負担協力】➡　１セット本体価格＋管理費等で概ね45,000円相当（2022.7月現在)

　のぞみ野にお住いの全世帯の皆様が、自治会員、非会員に関係なく、日々使用する「ごみ
ステーション」の問題として、自治会員、非会員それぞれ応分の費用ご負担をお願いすることを
考えています。

　　原則として、現状のステーションと同じ

　（極近く）場所に固定することを考えます

　固定する方法、場所によって、ｽﾃｰｼｮﾝ近傍
　のお宅のフェンスなどを利用して固定する
　ことをご了解いただけますようお願い致します

「カラスいけいけネットBOX」のNO.37ステーションへの設置事例（折り畳み状態➡展開状態）

★★８月８日現在までの「野良猫保護手術カンパ」状況★★ 　　　★★第二自治会有志も、20213月より活動開始

【第一自治会】第一自治会エリア対応 　　　　【第二自治会有志】第二自治会エリア対応

カンパ計：８３１口　 ４１５，５００円 こいつじゃ！ カンパ計 １４２，０００円
４１匹手術他支出 ４０２，８６５円　 ３１匹手術 １０７，５１３円　
カンパ残： 　１２，６３５円  指名手配中 !! カンパ残： 　３４，４８７円

＊この記事に、ご意見ご要望は、自治会館の赤いポストか、　メールで　nozomino1_0215@yahoo.co.jp (「めるぽ」）へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２２．８．２０　
　　　　　　　　　のぞみ野第一自治会　広報
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ごみステーションのカラス被害他　解消計画!!

まだまだ  
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・３密 禁止！ 


